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【目的】 

腋臭症は腋窩から特異な悪臭を放つ状態であり、腋臭はアポクリン腺からの分泌物を腋窩の常在

細菌が代謝することで生じる。日本人男性の腋臭は７タイプに分類され、その中でカレースパイ

ス様臭（C型）は最も臭い強度が強く、腋臭症に特徴的な臭いである。この研究の目的は C型腋臭

を形成する代謝物に関連する常在細菌を明らかにすることである。 

 

【対象】 

本研究には健康な成人男性 20人（41.9±10.0歳）が参加し、11人が C型腋臭（C群）、9人がミ

ルク様の弱い腋臭（M群）であった。被験者には本研究について書面を用いて十分説明し同意を得

た。 

 

【方法】 

被験者の腋窩汗中の臭気物質とその前駆体を測定し、さらに同被験者の腋窩皮膚細菌叢のメタゲ

ノム解析を行った。 

 

【結果】 

揮発性中鎖脂肪酸である 3-Hydroxy-3-methylhexanoic acid（HMHA）とその前駆体である Nα-3-

hydroxy-3-methylhexanoyl-l-glutamine（HMHA-Gln）は M群と比べて C群で有意に多く検出さ

れ、さらに臭気物質の前駆体である Nα-3-methyl-2-hexenoyl-l-glutamine（3M2H-Gln） 、(S)-

[1-(2-hydroxyethyl)-1-methylbutyl]-L-cysteinylglycine（Cys-Gly-3M3SH）も C群で豊富であ

った。細菌叢解析の結果、Ｃ群では Staphylococcus hominis、Staphylococcus epidermidisなど

の Staphylococcus属が多く、M群では Cutibacterium acnesや Cutibacterium granulosumなどの

Propionibacterium属が多い傾向にあった。さらに Linear discriminant analysis Effect Size

（LEfSe）解析の結果、HMHA-Gln、3M2H-Gln、Cys-Gly-3M3SHが多い群では Staphylococcus属が特

徴的な細菌として抽出された。 

 

【結論】 

この研究により、既知の臭気物質の中で HMHAが C型腋臭の形成に重要であり、さらに S. hominis

を中心とした Staphylococcus属は HMHA-Glnなどの臭気物質の前駆体の多さと関連していること

が明らかになった。これらの前駆物質の存在が Staphylococcus属の生存を有利にしている可能性

がある。 

 


